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江東区中川船番所資料館 

特別展「災害と住宅」 

 

日本は地震大国といわれ、有史以来数多くの震災に見舞われてきました。現在に至るまでに地震や

水害といった自然災害、戦争もあり、その度に人々は多くのものを失ってきました。その一つが「住宅」

です。住宅は、「衣食住」の一つに数えられるように、人間が社会生活を営んでいく中で最低限必要と

するものの一つです。 

江東区内に目を向けると、水害に備えるための機能を備え

た江戸時代の住宅や、東京に未曾有の被害をもたらした関東

大震災の後に建てられた復興のシンボルとなった同潤会アパ

ートメントや旧東京市営店舗向住宅、第二次世界大戦後の人

口急増に対応するために建てられた集合住宅など、災害と共

に誕生し人々の生活を支えてきた住宅が多く存在します。 

特別展では同潤会アパートメントに関する資料など、当館

をはじめ江東区が所蔵する資料を中心に、人々が生活してい

く上で欠かせない存在であった住宅についてみていきます。 

 

＜展示構成＞ 

第一章 江戸・明治の災害と人々 

      ・江戸時代の災害 ・浮世絵からみる近代建築 

第二章 関東大震災の被害と復興 

      ・関東大震災について ・絵葉書にみる被害 ・震災からの復興 

第三章 同潤会アパートメントの誕生 

      ・同潤会の発足 ・清砂通アパートメント 

第四章 戦後の住宅 

      ・戦後の住宅不足と団地誕生 ・これからのすまいと生活 
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【会  期】 202６年９月２日（水）～１１月２９日（日）９：3０～17：００（入館は 16:30 まで） 

【休館日】 毎週月曜日（祝祭日の場合は開館、翌日休館） 

※９月２１・２２・２３日、１０月１２日、１１月３・２３日は開館 

※９月２４日（木）、１０月１３日（火）、１１月２４日（火）は休館 

【会  場】 中川船番所資料館 2 階展示室（都営地下鉄新宿線「東大島駅」大島口より徒歩５分） 

【観覧料】 大人 200 円 小・中学生および高校生等 50 円 

【問合せ】 江東区中川船番所資料館  江東区大島 9-1-15  

電話：03-3636-9091 FAX:03-3636-9094 

【担  当】 江東区中川船番所資料館 佐藤 

 

〈関連展示・イベント〉 

⑴同時開催 特別展導入展示「安政の大地震―その記録と鯰絵―」 

幕末の安政２年（１８５５）１０月２日、江戸はマグニチュード６．９といわれる直下型地震に襲われま

した。人々が受けた衝撃は大きく、後世に記録を残そうと体験記が書かれ、また鯰絵といわれる刷りも

のが世に多く出ました。これらの記録から江戸の大地震について紐解いていきます。 
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【観覧料】 大人 200 円 小・中学生および高校生等 50 円 

【問合せ】 江東区中川船番所資料館  江東区大島 9-1-15  

電話：03-3636-9091 FAX:03-3636-9094 

 

⑵関連講座「都市に住まうかたち～集合住宅のこれまでとこれから～」 

 戦後、工場跡地を利用して建てられた集合住宅や震災復興支援につい

ての講座を開催。UR まちとくらしのミュージアムの見学も開催。 

 

【日時・内容】 

①１０月 ６日（火）１０：００～１１：００  日本住宅公団のあゆみ（講義） 

②１０月２０日（火）１０：００～１１：３０  UR 都市機構の震災復興支援（講義） 

③１１月１７日（火）１0：００～１1：３０  UR まちとくらしのミュージアム（見学（現地集合・解散）） 

【会  場】中川船番所資料館１階会議室、UR まちとくらしのミュージアム（北区赤羽台１-４-５０） 

【講  師】UR 都市機構職員 

【対  象】一般２０名 

【参加費】３，０００円（資料代、保険代含む） 

【申  込】９月 10 日（木）から２４日（木）１７：００までに、Web・電話・窓口で抽選 

※定員に達しない場合は引き続き募集 

UR まちとくらしのミュージアム 
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⑶関連講演会「同潤会の事業概要とその役割―アパートメントハウス事業と分譲住

宅事業を中心に―」 

関東大震災後に求められた住宅について、同潤会の中心事業であったアパートメン

トハウスを軸にした講演会を開催します。 

 

【日  時】 １１月８日（日）14：0０～15：3０ 

【会  場】 中川船番所資料館 1 階会議室 

【講  師】 内田青蔵（神奈川大学名誉教授） 

【対  象】 一般 30 名 

【参加費】 観覧料（大人 200 円 小・中学生および高校生等 50 円）に含む 

【申  込】 １０月１０日（土）９：００～Web・電話・窓口にて先着順、定員になり次第締切。 

 

⑷担当職員によるミュージアムトーク 

中川船番所資料館職員が特別展の見どころを解説します。 

 

【日  時】 ①９月１２日（土）②１０月３日（土）③１１月１４日（土） 

        ※いずれも１４：００から３０分程度、同内容 ※③は手話通訳あり 

【会  場】 中川船番所資料館２階展示室 

【対  象】 どなたでも各１０名 

【参加費】 観覧料（大人 200 円 小・中学生および高校生等 50 円） 

【申  込】 当日直接会場へ 

内田青蔵（神奈川大学名誉教授） 


